
史
学
科
の
半
世
紀

五
十
周
年
を
迎
え
て

常

松

洋

は
　

じ
　

め
　

に

五十周年を迎えて史学科の半世紀

　

二
〇
〇
〇
年
四
月
、
史
学
科
は
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
、
現
在
学
科
に
所
属
す
る
教
員
、
大
学
院
な
ら
び
に
学
部
の
学
生
に
と

っ
て
、

二
十
世
紀
最
後

の
年
や
新
た
な
千

年
紀
の
始
ま
り
と
少
な
く
と
も
同
等
の
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
意
味
を
も

つ
こ
と
に
な

っ
た
。
平
均
的
な
人
間
の
事
例
で
は
、
す
で
に
人
生

の
半
ば
を
過
ぎ
て
、
「初
老
」

と
呼
ば
れ
る
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
よ
う
が
、

大
学
の
よ
う
な
研
究

・
教
育
機
関
の
歴
史
で
は
、
新
た
な
成
長
と
充
実

の
期
間
に
入
る
時
期
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
り
わ

け
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
に
鑑
み
、
新
た
に
発
足
し
た
大
学
院
博
士
前
期

・
後
期
課
程
の
将
来
を
思

う

に

つ
け
、
史
学
科
が
発
足
し
て
か
ら
半
世
紀
を
経
過

し
た
事
実
は
、
小
さ
か
ら
ぬ
意
味
を
も

っ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
節
目
の
年
に
際
し
て
、
そ

の
半
世
紀
を
振
り
返
り
、
史
学
科
の
来
し
か
た
を
見
は
る
か
す
こ
と
は
、
た
だ
歴
史
学
研
究
に
携
わ
る
者
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
う
者
と
し
て
も
ま
た
、
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
ろ
う
。

さ
い
わ
い
、

羽
渓
四
明
先
生
に
よ
る

「史
学
科
三
十
年
の
歩
み
」
　
(
『史
窓
』
三
八

号
)
、
狩
野
直
碵
先
生
に
よ
る

「史
学
科

四
十
周
年
を
迎
え
て
」
　
(
『史
窓
』
四
八
号
)
と
い
う
文
章
が
残
さ
れ
て
い
る
。
お
二
人
の
文
章
に
依
拠
し
つ
つ
、
史
学
科
五
十
年

の
歴
史
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
当
事
者
な
ら
で
は
の
迫
力
に
満
ち
、
情
意
を
尽
く
し
た
羽
渓
先
生
の
回
想
や
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
史
学
科
三
十
年
間
の
歴
史
を
ス
マ
ー
ト
に

ま
と
め
、

さ
ら
な
る
十
年
を
違
和
感
な
く
書
き
足
さ
れ
た
狩
野
先
生

の
記
述
に
立
ち
向
か
う
に
は
、

筆
者

の
筆
力
は
あ
ま
り
に
貧
弱
で
あ
る
。

ま
た
多
少
な
り
と
も

「新

味
」
を
打
ち
出
し
た
い
。
そ
の
よ
う
な
考

え
か
ら
、
史
学
科
創
設
か
ら
の
四
十
年
は
年
表
風
に
ま
と
め
て
み
た
。
な
お
両
先
生
の
文
章
で
は
不
確
か
だ

っ
た
箇
所
に
つ
い
て

は
、　
『
京
都
女
子
学
園
八
十
年
史
』
　
(
一
九
九
〇
年
十

二
月
)
で
補

っ
た
。

1

史
学
科
四
十
年
の
歩
み

一
九
四
三

(昭
和
十
八
)
年
三
月
　
京
都
女
子
専
門
学
校
に
東
亜
科
設

置

の
件
認

可
。　
「
支
那
語

(
中
国
語
)
・
馬
来
語

(
マ
レ
ー
語
)
・
英
語
の
語
学
を
は
じ
め
、

　
　
　

学

・
ア
ジ
ア
史

・
支
那
精
神
史

・
日
本
精
神
史
等
」
か
ら
な
る

「
あ
る
意
味
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
の
学
科
」　
(
羽
渓
前
掲
文
)
。

東
亜



史 窓

一
九
四
六

(
昭
和
二
十

一
)
年
七
月
　
東
亜
科
の
廃
止
、
外
国
語
科
に

(
甲
)
中
国
語
、　
(
乙
)
英
語
を
設
置
す
る
件
認
可
。
た
だ
し
入
学
生
は
四
七
年
が
五
名
、
四
八
年

　
　
　

が
三
名
。
英
文
科

の
入
学
生
の
多
さ

(
同
年
か
ら
四
五
名
、
五
〇
名
、
五
五
名
と
増
加
)
と
は
対
照
的
で
あ

っ
た
。

一
九
四
九

(
昭
和

二
十
四
)
年

二
月
　
京
都
女
子
大
学
の
発
足
。
文
学
部
に
国
文
学
科

・
英
文
学
科
と
と
も
に
中
国
文
史
学
科
が
置
か
れ
る
。
三
十
年
間
中
国
に
在
住
さ
れ

　
　
　

た
橋
川
時
雄
教
授

の
発
案
に
よ
る
も
の
で
、　

「中
国
文
学

・
中
国
語
に
比
重
が
か
か

っ
て
い
た
」
　
(
羽
渓
前
掲
文
)
。　
「
先
生
の
頭
の
中
に
は
、

中
国
文
学
、

中

　
　
　

国
史
学
そ
し
て
中
国
哲
学
を
横
断
す
る
シ
ノ
ロ
ジ
ー

(
シ
ナ
学
)
の
構
想
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
」
　
(狩
野
前
掲
文
)
。

当
時
の
ス
タ
ッ
フ
は
橋
川
時
雄
、

村

　
　
　

山
信

一
、
森
安
太
郎
、
羽
渓
四
明
、
金
田
純

一
郎
の
諸
先
生
。

一
九
四
九

(
昭
和
二
十
四
)
年
七
月
　
中
国
文
史
学
科
の
志
望
者
が
わ
ず
か
二
名
だ

っ
た
た
め
、
史
学
科

へ
の
改
組
が
決
定
さ
れ
る

(
羽
渓
先
生
の
記
憶
に
ょ
る
)
が
、
文

　
　
　

部
省
と
の
折
衝
の
結
果
、
東
洋
史
学
科
と
し
て
の
認
可
を
受
け
る
。　

「全
国
の
大
学
で
も
珍
し
い
名
称
」
を

「背
負

っ
て
わ
が
東
洋
史
学
科
は
発
足
し
た
の
で
あ

　
　
　

る
」
　
(
狩
野
前
掲
文
)
。

一
九
五
〇

(
昭
和
二
十
五
)
年
四
月
　
東
洋
史
学
科

の
開
設
。

一
九
五
〇

(
昭
和
二
十
五
)
年
六
月
　
史
学
会
が
発
足

(初
代
会
長
は
橋
川
時
雄
先
生
)。

一
九
五

一
(
昭
和
二
十
六
)
年
四
月
　
　
「
こ
の
年
度
か
ら
新
入
生
歓
迎
会
や
見
学
旅
行
も
始
ま

っ
て
お
り
、
史
学
会
の
年
中
行
事

の
原
型
が
す
で
に
出
揃

っ
て
い
る
」
し
、

　
　
　

現
在
の
も
の
と
は
性
格
を
異
に
す
る
も
の
の

「夏
季
休
暇
に
入

っ
て
の
公
開
講
座
も
行
わ
れ
て
い
る
」　
(
狩
野
前
掲
文
)
。

一
九
五
二

(
昭
和
二
十
七
)
年
七
月
　
　
『史
窓
』

の
創
刊
。　
「
こ
う
し
た
史
学
会
の
活
発
な
活
動
は
、
当
然
の
こ
と
他
の
学
科
に
も
波
及
し
」
た

(
羽
渓
前
掲
文
)
。

一
九
六
〇

(
昭
和
三
十
五
)
年
三
月
　

「『
史
窓
』

一
七

・
一
八
号
を
合
併
号
と
し
て
記
念
号
し
と
し
た
が
、

そ
れ

は

「論
文

・
史
料
篇
と
ア
ル
バ

ム
.
回
顧
録
篇
の
二
部

　
　
　

よ
り
な
る
、
三
二
二
頁
の
大
冊
」
と
な

っ
た

(狩
野
前
掲
文
)。

一
九
六
三

(
昭
和
三
十
八
)
年
四
月
頃
　

「中
村
教
授
が
史
学
科
に
移
籍
さ
れ
た
頃
か
ら
、
学
内
で
大
学
院
設
置
の
話
題
が
急
速
に
広
が

り
出
し
」、　

「当
時
教
務
系
の
学

　
　
　

監
を
務
め
て
い
た
」
羽
渓
先
生
を
申
心
に
設
置
申
請
作
業
が
着
手
さ
れ
る

(
羽
渓
前
掲
文
)。

一
九
六
三

(
昭
和
三
十
八
)
年
七
月
　

「東
洋
史
学
科
を
史
学
科
に
改
称
す
る
こ
と
を
含
め
た
大
学
の
改
組
案
が
」
教
授
会
で
承
認

(
狩
野
前
掲
文
)
。

一
九
六
五

(昭
和
四
十
)
年

二
月
頃
　
大
学
院
の
規
模
構
想
を
学
長
に
答
申
。

一
九
六
五

(昭
和
四
十
)
年
十

一
月
二
十
日
　
夏
休
み
返
上
で

「千

二
百
頁
に
も
及
ぶ
尨
大
な
申
請
書
を
作
り
上
げ
文
部
省
に
提
出
し
た
」　
(
羽
渓
前
掲
文
)
。

一
九
六
六

(昭
和
四
十

一
)
年

三
月
　
大
学
に
大
学
院
を
設
置
す
る
件
認
可
。
文
学
研
究
科
に
そ
れ
ぞ
れ
定
員
四
名
の
国
文
学
専
攻
と
東
洋
史
専
攻
が
設
置
さ
れ
る
。

一
九
六
六

(昭
和
四
十

一
)
年
四
月
　
入
学
者
数
が

「
は
じ
め
て
百
名

の
大
台
に
乗

っ
た
し
　
(狩
野
前
掲
文
)
。

一
九
七
〇

(
昭
和
四
十
五
)
年
十
月
　
那
波
利
貞
先
生
ご
逝
去
。　
『
史
窓
』
第
三
〇
号
を
追
悼
号
と
す
る
。

ii



一
九
七
四

(昭
和
四
十
九
)
年
九
月
　
田
村
實
造
先
生
、　

「
任
命
制
最
後
の
学
長
」
　
(
狩
野
前
掲
文
)
に
就
任
。

一
九
八
二

(昭
和
五
十
七
)
年

一
月
　
羽
渓
四
明
先
生
、
学
長
に
就
任
。

一
九
八
七

(昭
和
六
十

二
)
年
四
月
二
十
六
日
　
山
田
信
夫
先
生
、
ご
逝
去
。

一
九
八
九

(
平
成
元
)
年
三
月
　
狩
野
直
幀
先
生
、
学
長
代
行
に
就
任
。

史学科の半世紀一 五十周年を迎えて一

2
　

史
学
科

の
こ
の
十
年

　
本
稿

の
執
筆
に
際
し
て
参
照
し
た
狩
野
先
生
の
回
顧
に
は
、

一
九
五
〇
年
代
は
草
創
期
、

一
九
六
〇
年
代
は
成
長
期
、

一
九
七
〇
年
代
は
安
定
期
、

一
九
八
〇
年
代
は
変

動
期
と
そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
で
行
け
ば
、　

一
九
九
〇
年
代
は
、

第
二
の
草
創
期

(
制
度
的
な
完
成
期
)
・
成
長
期

・
変
動
期
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
安
定
期
で
な
か

っ
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

　

一
九
九

一
年
に
は
、
史
学
研
究
室
が
そ
れ
ま
で
の
L
校
舎
か
ら

「新
築
の
馬
町
校
舎
11
J
校
舎
」
に
移
転
し
た

(『
史
窓
』
四
九
号
編
集
後
記
)
。
現
在
の
ス
タ
ッ
フ
で
、

L
校
舎
に
あ

っ
た
研
究
室
の
記
憶
を
持

つ
の
は
、
稲
本

・
瀧
浪

・
中
山
の
三
先
生
に
す
ぎ
な
い
。
四
年
前
に
退
職
さ
れ
た
籠
谷
先
生
か
ら
、
そ
れ
以
前
は
、
現
在
の
S
校
舎

東
側
に
あ
る
民
家
を
改
造
し
た
建
物
に
研
究
室
が
あ

っ
て
、
靴
を
脱

い
で
室
内
に
入

っ
て
い
た
と
い
う
思

い
出
話
を
伺

っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
牧
歌
的
な
時
代

を
覚
え
て
い
る
者
は
誰
も
い
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
十
年
間
の
も

っ
と
も
重
要
な
世
来
事
は

一
連

の
改
組
で
あ
る
。
狩
野
先
生

の
回
顧
に
よ
れ
ば
三
十
年
来
の
課
題
で
あ

っ
た
東
洋
史
学
科
か
ら
史
学
科

へ
の

改
組
が
、

一
九
九
三
年
度
に
実
現
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
日
本
史
と
東
洋
史

の
専
攻
生
し
か
い
な
か

っ
た
も
の
が
、
西
洋
史
の
専
攻
生
を
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、

西
洋
史

の
ス
タ
ッ
フ
が

一
名
増
員
さ
れ
て
、

京
都
大
学
を
定
年
退
官
さ
れ
た
藤
縄
先
生
を
お
迎
え
し
た
。　

一
九
九
五
年
度

(
九
六
年
三

月
)
に
は
西
洋
史
の
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

　
こ
の
改
組
を
受
け
て
、

一
九
九
七
年
度
か
ら
は
、
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
も
、
東
洋
史
学
専
攻
か
ら
史
学
専
攻

へ
と
改
め
ら
れ
、
西
洋
史
の
学
生
も
入
学
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
。

さ
ら
に

一
九
九
九
年
度

に
は
、

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
に
改
組
さ
れ
、

従
来
の
修
士
課
程
は
博
士
前
期
課
程
と
さ
れ
、

新
た
に
博
士
後
期
課
程

(
か
つ
て
の
い
わ
ゆ
る
博
士
課
程
)
が
開
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
年
か
ら
博
士
前
期
課
程
の
入
学
試
験
は
秋
季
に
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
春
季
入
学
試
験
も

従
来
と
同
じ
く
実
施
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
年

二
回
の
受
験
が
可
能
に
な

っ
た
。

　
博
士
後
期
課
程
の
開
設
が
学
生
の
要
求
に
か
な

っ
て
い
た
の
か
、

つ
ま
り
、
せ

っ
か
く
京
都
女
子
大
学
大
学
院
に
入
学
し
て
も
、
さ
ら
に
研
鑽
を
積
も
う
と
す
れ
ば
、
他

大
学
の
大
学
院
を
受
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
大
学
院
志
向
の
学
生
を
躊
躇
さ
せ
て
い
た
の
か
、

一
九
九
九
年
秋
の
大
学
院
前
期
課
程
の
入
学
試
験
に
は
、

久
々
に
十
名
を
越
え
る
受
験
生
が
あ

っ
た
。

こ
の
時
の
試
験
で
は
九
名
が
合
格
し
、
春
季
試
験
で
も
四
名
が
合
格
し
た
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
十
三
人
も
の
新
入
生
を

ui
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迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
後
期
課
程

に
も

一
九
九
九
年
度
に
二
名
、

二
〇
〇
〇
年
度
に
は

一
名

の
進
学
者
が
あ

っ
た
。
受
験
者
は
そ
れ
ぞ
れ
四
名
ず

つ
だ

っ
た
か
ら
、

か
な
り
の
狭
き
門
だ

っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
は
、

大
学

・
大
学
院

の
改
組
も
あ

っ
て
、

教
員

ス
タ

ッ
フ
の
異
動
が
激
し
い
十
年
間
に
な

っ
た
。　

一
九
九
二
年
度
に
は
、

新
た
に
地
理
学
の
船
越
先
庫

と
、
転
出
さ
れ
た
杉
山
先
生
の
後
任
と
し
て
檀
上
先
生
を
お
迎
え
し
た
。

一
九
九
三
年
度
に
は
藤
縄
先
生
が
着
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
年
の
六
月
に
は
狩
野
先
生
が
学
暴

に
就
任
さ
れ
た
。

一
九
九
四
年
度
に
は
東
洋
史
の
植
松
先
生
が
香
川
大
学
か
ら
移

っ
て
来
ら
れ
、
江
川
先
生
が
ご
定
年
で
退
職
さ
れ
た
。
翌
年
度
に
は
常
松
が
江
川
先
生
の

後
任
と
し
て
着
任
し
、
西
洋
史
の
第

一
期
卒
業
生
の
演
習
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
個
人
的
に
懐
か
し
い
思

い
出
で
あ
る
。

　

一
九
九
六
年
度
、
籠
谷

・
林
田

・
杉
井

三
先
生
が
ご
定
年

で
退
職
さ
れ
、
翌
年
度
に
は
、
大
学
院
史
学
科

の
発
足
に
と
も
な

っ
て
東
洋
史
の
永
田
教
授
、
西
洋
史
の
古
智

教
授
、
日
本
史

の
坂
口
助
教
授
を
新
た
に
お
迎
え
で
き
た
が
、
学
長
職
の
任
期
満
了
に
よ

っ
て
狩
野
先
生
が
ご
退
職
に
な

っ
た
。

一
九
九
八
年
度
に
は
、
前
年
度
か
ら
病
与

療
養
中
だ

っ
た
船
越
先
生
が
ご
退
職
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
度
に
は
地
理
学
の
中
村
教
授
、
日
本
史

の
柴
田
教
授
、
東
洋
史

(ご
専
門
は
西
ア
ジ
ア
史
)
の
谷
口
助
教
授
が

着
任
さ
れ
、
ま
た
改
組
に
と
も
な

っ
て
思
想
研
究
担
当
の
竹
内
助
教
授
も
史
学
科
に
加
わ
ら
れ
た
。

　
ご
○
○
○
年
十
月
四
日
未
明
、
五
月
初
旬
か
ら
入
院
さ
れ
て
い
た
藤
縄
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な

っ
た
。
享
年
七
十
歳
。
激
動

の
十
年
間

の
掉
尾
に
、
あ
ま
り
に
も
痛
伽

な
出
来
事
が
控
え
て
い
た
と
言
う
し
か
な

い
。
ご
冥
福
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
二
十
世
紀
最
後

の
十
年
間
は
、
史
学
科
に
と

っ
て
成
長
と
変
動
、
あ
る
い
は
激
動
の
時
代
と
な

っ
た

(
日
本
に
と

っ
て
も
、

一
九
九
五
年
初
頭

の
阪
神
大
霞

災
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
決
し
て
安
泰
な
時
期
で
は
な
か

っ
た
が
)
。

し
か
し
、

二
十

一
世
紀
を
迎
え
る
に
際
し
て
、
史
学
科
の
成
立

・
大
学
院
の
開
設
と
制
度
的
な
整
備

は
な

っ
た
。
あ
と
は
こ
の
容
れ
物
に
ど

の
よ
う
な
中
身
が
盛
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
十
年
後
の
記
念
号
が
、
最
新
の
時
期
を

「大
躍
進
期
」
と
定
義
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
蘿

信
し
て
筆
を
擱
く
こ
と
に
し
た
い
。

iv
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教

員

動

向

(
五
+
音
順
、
敬
称
略
)

　
氏

名

　
　

専
攻

　

着

任

年

月

　
　

備

　
　

考

稲

本
　
紀

昭
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
八
八
年
四
月
　
　
　
現
職

今
　
中
　
寛
　
司
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
五
五
年
四
月
　
　
　
一
九
五
九
年
三
月
　
同
志
社
大
学
に

植

松

正

東
洋
史

一
九
九
四
年
四
月

現
職

江
　
川
　
良
　
一　
　
　
西
洋
史
　
　
　
一
九
八
九
年
四
月
　
　
　
一
九
九
五
年
三
月
　
定
年
退
職

上
横
手
　
雅
　
敬
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
五
六
磁
四
月
　
　
　
一
九
五
八
年
三
月
　
京
都
大
学
に



史学科の半世紀一 五十周年を迎えて一一

大
　
原
　
信
　

一　
　

中
国
語
　
　
　
一
九
四
三
年
四
月
　
　
　
一
九
五
三
年
九
月
　
同
志
社
大
学
に

愛

宕

松

男

　
　
東
洋
史

　
　

一
九
七
五
年
四
月

　
　

一
九
八
二
年
三
月

定
年
退
職

小
葉
田
　
　
　
淳
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
七
一
年
四
月
　
　
　

一
九
七
六
年
三
月
　
定
年
退
職

籠

谷

眞
智
子

　
　
臼
本
史

　
　

一
九
五
七
年
四
月

　
　

一
九
九
七
年
三
月

定
年
退
職

・
名
誉
教
授

金
　
田
　
成

雄
　
　
　
中
国
文
学
　
　
一
九
四
六
年
五
月
　
　
　
一
九
五
七
年
四
月
　
国
文
学
科
に
。

一
九
八
六
年
三
月

定
年
退
職

・
名
誉
教
授

狩

野

直

碵

　
　
東
洋
史

　
　

一
九
七

一
年
四
月

　
　

一
九
九
七
年
六
月

学
長
職
任
期
満
了
に
ょ
り
退
職

・
名
誉
教
授

古
　
賀
　
秀
　
男
　
　
　
西
洋
史
　
　
　
一
九
九
七
年
四
月
　
　
　
現
職

坂
　
口
　
満
　
宏
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
九
七
年
四
月
　
　
　
現
職

柴
　
田
　
　
　
純
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
九
九
年
四
月
　
　
　
現
職

杉

井

六

郎

　
　
日
本
史

　
　

一
九
八
九
年
四
月

　
　

一
九
九
七
年
三
月

定
年
退
職

杉
　
山
　
正
　
明
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
一
九
八
八
年
四
月
　
　
　
一
九
九
二
年
三
月
　
京
都
大
学
に

高

取

正

男

　
　
日
本
史

　
　
一
九
六
一
年
四
月

　
　
一
九
八
一
年

一
月
三
日

逝
去

瀧

浪

貞

子
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
八
二
年
四
月
　
　
　
現
職

竹

内

　
　
亨

　
　
哲

学

　
　

一
九
八
五
年
四
月

　
　
現
職

谷
　
口
　
淳
　
一　
　
　

東
洋
史
　
　
　
一
九
九
九
年
四
月
　
　
　
現
職

田

村

實

造

　
　
東
洋
史

　
　
一
九
六
八
年
四
月

　
　

一
九
七
七
年

一
月

願
い
に
よ
り
学
長
職
を
解
か
れ
る

・
名
誉
教
授

檀
　
上
　
　
　
寛
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
一
九
九
二
年
四
月
　
　
　
現
職

常

松

　
　
洋

　
　
西
洋
史

　
　

一
九
九
五
年
四
月

　
　
現
職

永
　
井
　
康
　
視
　
　
　
西
洋
史
　
　
　
一
九
六
六
年
四
月
　
　
　
一
九
八
八
年
三
月
　
退
職

永
　
田
　
英
　
正
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
一
九
九
七
年
四
月
　
　
　
現
職

中
　
村
　
泰
　
三
　
　
　
地
理
学
　
　
　
一
九
九
九
年
四
月
　
　
　
現
職

中
　
村
　
直
　
勝
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
六
三
年
四
月
　
　
　
一
九
五
六
年
、
教
育
学
科
に
着
任
。

一
九
六
六
年
三
月
　
大
手
前
女
子
大
学
長
に

中
　
山
　
　
　
清
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
八
四
年
四
月
　
　
　
現
職

那
　
波
　
利
　
貞
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
一
九
五
三
年
九
月
　
　
　
一
九
七
〇
年
十
月
二
十
日
　
逝
去

V



窓史

西

田

直
二
郎
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
五
二
年
四
月
　
　
　
一
九
六
三
年
三
月

退
職

橋
　
川
　
時
　
雄
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
一
九
四
八
年
四
月
　
　
　
一
九
五
二
年
九
月
　
大
阪
市
立
大
学
に

羽
　
渓
　
四
　
明
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
四
八
年
四
月
　
　
　
一
九
八
七
年

一
月
　
学
長
職
任
期
満
了
に
ょ
り
退
職

.
名
誉
教
授

林
　
田
　
芳
　
雄
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
一
九
八
一
年
四
月
　
　
　
一
九
九
七
年
三
月
　
定
年
退
職

藤

縄

謙

三

　
　
西
洋
史

　
　
一
九
九
三
年
四
月

　
　
二
〇
〇
〇
年
十
月
四
日

逝
去

藤
　
原
　
利

一
郎
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
一
九
五
三
年
四
月
　
　
　
一
九
八
一
年
三
月
　
定
年
退
職

.
名
誉
教
授

船
　
越
　
昭
　
生
　
　
　
地
理
学
　
　
　
一
九
九
二
年
四
月
　
　
　
一
九
九
九
年
三
月
　
退
職

村
　
井
　
康
　
彦
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
五
八
年
四
月
　
　
　

一
九
八
七
隹
九
月
三
十
日
　
日
本
国
際
文
化
研
究
セ
ン
タ
!
に

村

山

修

一
　

日
本
史

　
　
一
九
五
〇
年
四
月

　
　

一
九
五
五
年
三
月

大
阪
女
子
大
学
に

森
　
　
　
安
太
郎
　
　
　
中
国
思
想
　
　
一
九
五
〇
年
四
月
　
　
　
一
九
七

一
年
三
月
　
定
年
退
職

・
名
誉
教
授

山
　
田
　
信
　
夫
　
　
　
東
洋
史
　
　
　
一
九
八
三
年
四
月
　
　
　
一
九
八
七
年
四
月
二
十
六
日
　
逝
去

山
　
本
　
四
　
郎
　
　
　
日
本
史
　
　
　
一
九
七
六
年
四
月
　
　
　
一
九
八
五
年
三
月
　
定
年
退
職

w

 

※
本

一
覧

の
作
成
に
際
し
て
は
、
諸
記
録
に
あ
た
り
、
長
年
勤
続
さ
れ
て
い
る
教
員

.
事
務
職
の
方
々
に
確
認
し
た
り
し
て
、
誤
り

.
遺
漏
な
き
を
期
し
た
が
、
と
ん
で
も

　
な
い
間
違

い
を
犯
し
て
い
る
可
能
性

も
あ
る
。
か
り
に
そ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
た
場
合
、
記
載
漏
れ
や
誤
記
の
対
象
と
な

っ
た
先
生
方
に
は
心
か
ら
非
礼
を
お
詑
び
す

　
る
と
と
も
に
、
正
確
な
情
報
を
お
寄

せ
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
本
学
名
誉
教
授
の
金
田
先
生
、
籠
谷
先
生
、
人
事
課
長
楠
木
純
子
氏
に
は
、

　
格
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

末
尾
に
な

っ
た
が
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

誤
り
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
、

こ
の
お
三
方
に
責
任
は
な

　
く
、
作
成
者
の
常
松

の
み
が
責
め
を
負
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。


